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３年から４年おきに源泉揚湯管を入替えている「YOU
游ランド源泉揚湯管布設替工事」。源泉を汲み上げる
ための源泉井戸の中に敷設している白鋼管が温泉特有
の腐食作用により錆が生じたことで穴が開き、源泉を
汲み上げる量が減少してしまいました。地下約350m
までつなぎ合わせ布設している86本の白鋼管を新し
い管に替える工事です。YOU游ランドの源泉は、YOU
游ランドをはじめ、朝日ホーム、高齢者福祉センター、
デイサービスセンターに温泉を供給しているこのうえ
なく大切な資源です。（平成27年12月15日）
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平
成
27
年
第
６
回
定
例
会
を
12
月
３
日
か
ら
11
日
ま
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

議
案
等
は
、
専
決
予
算
の
承
認
１
件
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
の
同
意
案
件
１
件
、
高
山
村
地
球
に
や
さ
し
い
環
境
基
本
条

例
新
設
な
ど
２
件
、
条
例
改
正
４
件
、
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

３
件
、議
員
発
議
１
件
、委
員
会
発
議
２
件
、計
24
件
を
審
査
し
、

原
案
ど
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
常
任
委
員
会
に
付
託
し
た
陳
情
２
件
は
採
択
と
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
６
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

条
例
新
設

一
般
会
計
補
正

特
別
会
計
補
正

（
温
泉
開
発
事
業
）

◯
高
山
村
地
球
に
や
さ
し
い
環

境
基
本
条
例

◯
高
山
村
個
人
番
号
の
利
用
及

び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

　

歳
入
は
地
方
交
付
税
が
主
な

も
の
で
５
０
０
万
円
の
増
額
で
、

総
額
は
49
億
７
８
６
３
万
円
と

な
り
ま
す
。

　

森
林
ス
ポ
ー
ツ
公
園
温
泉
給

湯
修
繕
費
６
５
０
万
円
が
主
な

も
の
と
な
り
ま
す
。

高
山
村
個
人
番
号
の
利
用
及
び

　
　

 

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に

関
す
る
条
例

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
採

択
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
で

の
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

安全・安心な給食の提供と食育拠点、災害用炊出しを備えた、給食センター工事に着手。

12
月
定
例
会

　

個
人
名
で
確
認
し
な
く
と
も
、

番
号
で
す
で
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
事
務
の
簡
素
化
に
な
る
の

か
。

　

通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場

合
。
不
正
に
使
用
さ
れ
て
し
ま

う
か
。
再
発
行
の
手
続
き
は
。

住
所
不
定
の
人
に
対
し
通
知

カ
ー
ド
が
届
か
な
い
時
、
個
人

番
号
の
受
付
は
ど
う
な
る
か
等

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

高
山
村
地
球
に
や
さ
し
い

環
境
基
本
条
例

　

委
員
会
は
全
員
賛
成
で
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

マイナンバー
いよいよスタート
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みなさんからの
   請願・陳情 はこうなりました

12 月定例会で審査した陳情の
委員会意見と委員会・本会議
での採択の結果を報告します。

請願・陳情の
内　容 陳情者 委員会審査での主な意見 付　託

委員会
委員会
結　果

本会議
結　果

長野県須坂建設事
務所の存続に関す
る陳情

一般社団法人
長野県建設業協会須坂支部

支部長　小林 昌之

　高山村は特別豪雪地帯の指
定があり、除雪もあるので須
坂建設事務所が必要。

民 生 産 建
常任委員会

採　択
（４−０）

採　択
（全員賛成）

介護労働者の処遇
改善及び人員配置
基準の改善を求め
る陳情

長野県医療労働組合連合会
執行委員長　小林 吟子

　国も介護離職者ゼロを目指
しており、職員の処遇改善と
拡充は必要。

民 生 産 建
常任委員会

採　択
（４−０）

採　択
（全員賛成）

意 見 書 意見書の提出を求める陳情を採択した場合は議会の議決を経て国や関
係機関に提出します。

意見書の表題 趣　　　　　　　旨 本会議
結　果

須坂建設事務所の存続を求める
意見書

＊高山村は特別豪雪地帯に指定されており山間部における
冬期の交通の確保は死活問題である。県は地域住民の意見
を幅広く聞き、組織再編に反映されるとともに須坂建設事
務所は従来通り存続される事を強く要望する。

可　決
（全員賛成）

介護労働者の処遇及び人員配置
基準の改善を求める意見書

＊介護職員をはじめ介護現場で働くすべての労働者の処遇
改善を図ること。
＊介護保険施設の人員配置基準を利用者２人に対し職員１
人以上に引き上げること。夜間の人員配置を改善すること。
＊上記項目の実現を図るため国費で費用を賄うこと。

可　決
（全員賛成）

高山村議会議員が提出した意見書

日米地位協定の見直しに関する
意見書

＊国は第 59 回町村議会議長全国大会にて決議された「日
米地位協定の見直しに関する特別決議」を尊重すること。
＊国は日米地位協定の抜本的な見直しに速やかに取り掛か
ること。

可　決
（全員賛成）

〈日米地位協定の現実〉
　日米安保体制のもとでは米兵犯罪も厳正に裁くことができません。「公務中」の米軍関係者の犯罪は
米軍が公務中と認めれば第一次裁判権は米側が持つことになります。
　一方公務外の犯罪については日米地位協定上は日本が第一次裁判権を持つとされているものの日米
政府の密約で９割もの裁判権が放棄されています。
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12月定例会　一般質問
12 月定例会の一般質問は 12 月８日に開かれ、６名の議員が 13 の事項について質問を行いました。

頁 質問議員 質問事項 答　　弁

５頁 篠原 　尚元

農業生産基盤整備の充実は 積極的に取り組んでいる

村制 60 周年記念にあたり、デザイン
ナンバーの導入を ＰＲ効果、費用対効果について研究する

６頁 涌井 仙一郎

長野連携中枢都市構想のメリットは １つの自治体のみではできない事業が
広域により効果を期待できる

駒場滝ノ入地籍の砂防堰堤の監視や管
理は

須坂建設事務所は年１回の定期点検、出
水時には堤防施設の点検・監視を行う

７頁 山嵜 　秀治

ＴＰＰ「大筋合意」の影響は りんご ２億円余、ぶどう １億円余

国保税の引き下げを 引き下げは困難

条例制定は拙速に進めるべきでない 慎重に検討してほしい

８頁 畔上 　孝一

オスプレイ飛行訓練に村長の所見は ごう音や事故など様々な指摘がある

子育て世代への更なる支援を 何が一番効果的か検討してすすめる

９頁 宮川 登志一

松川渓谷の紅葉 宿泊プランの企画を旅行業者に要望

舞の道遊歩道樹木に名札表示を
魅力的なコースにするため、樹木名板
の設置と山野草等の名前の表示を行い
たい

10 頁 梨本 　修造

関東に大災害があった場合の対応は 村内の公共施設に 600 人の収容力が
ある

農家の後継者の実態調査は 村独自の調査はしていない

　村の公益に関する事柄において、村だけでは対処できない場合な

ど、議会が関係機関などに対して提出できる、議会の意見をまとめ

た文書のことです。

　主に、意見書提出の請願や陳情を採択すべきとした結果を受けて、

議員が議案として提案し、可決後提出されます。

議
会
一
口
メ
モ

意見書
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明治沖工区農道工事。現道の拡幅改良及び用水路の改修。
全長 461m、幅員 4.5m、舗装４m の計画。

中山工区水路トンネル工事。（藤沢橋からなかひら）
中山地区受益 46ha の灌漑のために、水量確保、維持管理の軽減化、
耕作放棄地の防止を図る。延長 601m。

篠 原  尚 元  議 員

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
来
年
は
村
制

60
周
年
に
あ
た
り
、
記
念
事

業
と
し
て
導
入
さ
れ
て
は
。

答
弁
（
藤
沢
総
務
課
長
）

　

デ
ザ
イ
ン
ナ
ン
バ
ー
を
導

入
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全

国
で
３
８
２
市
区
町
村
、
県

内
で
は
９
市
町
村
で
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

標
識
の
形
状
変
更
、
型
枠

の
製
作
費
に
３
０
０
万
円
程

度
の
初
期
費
用
が
必
要
、
１

枚
当
た
り
、
３
０
０
～
４
０

質
問　

各
地
の
自
治
体
で
は

知
名
度
の
向
上
や
、
観
光
振

興
な
ど
目
指
し
、
独
自
の
デ

ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
、
ナ

②
国
か
ら
の
予
算
配
分
が
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
の

予
算
付
け
に
よ
っ
て
は
、
計

画
変
更
に
よ
り
、
期
間
が
延

長
の
可
能
性
も
あ
る
。

③
計
画
が
見
送
ら
れ
た
箇
所

や
、
農
家
関
係
団
体
の
意
見
・

要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
次
期

の
計
画
に
つ
い
て
、
検
討
し

ま
す
。

③
今
後
、
新
た
に
事
業
の
導

入
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

①
ほ
場
整
備
は
、
９
・
５
ha

が
竣
工
し
、
29
年
に
は
完
了

す
る
よ
う
進
め
た
い
。
水
路

は
３
路
線
の
う
ち
、
１
路
線

は
未
着
工
。
農
道
は
７
路
線

の
う
ち
、
未
着
工
は
３
路
線
。

排
水
路
は
竣
工
。
地
力
増
進

施
設
や
情
報
無
線
は
未
着
手
。

質
問　

平
成
25
年
か
ら
、
中

山
間
総
合
整
備
事
業
を
導
入

し
、
本
村
の
農
業
が
将
来
に

わ
た
っ
て
、
継
続
発
展
の
た

め
の
大
切
な
事
業
が
進
行
中

で
す
。
そ
こ
で
、
３
点
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

①
本
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
。

②
事
業
が
す
べ
て
完
了
す
る

の
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

農
業
生
産
基
盤
整
備
の
充
実
は

答   

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

０
円
程
度
の
追
加
費
用
が
必

要
と
の
こ
と
。
ま
た
現
在
の

登
録
車
両
に
導
入
す
る
に
は
、

68
万
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
に
つ
い

て
は
、
Ｐ
Ｒ
効
果
は
見
込
ま

れ
る
と
考
え
る
が
、
農
耕
車

等
に
つ
い
て
は
、
期
待
し
に

く
い
。

　

導
入
に
あ
た
り
、
様
々
な

課
題
が
あ
り
、
住
民
意
識
や
、

愛
着
、
知
名
度
な
ど
の
向
上
、

観
光
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、

有
効
で
あ
る
か
研
究
し
ま
す
。

村制60周年記念にあたり、
デザインナンバーの導入を

答  ＰＲ効果、費用対効果について研究する

一 般 質 問
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逆
に
地
域
の
衰
退
を
心
配
す

る
が
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）　

①
連
携
協
約
を
締
結
し
た
各

市
町
村
の
自
立
性
を
維
持
し

な
が
ら
、
よ
り
住
み
や
す
い

魅
力
的
な
地
域
づ
く
り
を
目

的
と
す
る
構
想
で
す
。
小
規

模
な
本
村
だ
け
で
対
応
で
き

な
い
事
業
を
長
野
市
と
共
に
、

広
域
的
に
連
携
し

て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
事
業
効

果
が
発
揮
で
き
ま

す
。
連
携
市
町
村

に
と
っ
て
も
、
大

変
意
義
あ
る
連
携

協
約
と
な
る
も
の

と
思
っ
て
い
ま

す
。

②
１
つ
の
自
治
体

の
み
で
は
、
対
応

で
き
な
い
事
業
が

広
域
的
な
取
り
組

み
に
よ
り
そ
の
効

果
が
期
待
で
き
、

中
核
都
市
で
あ
る

質
問　

長
野
連
携

中
枢
都
市
構
想
は

長
野
市
が
近
隣
の
市
町
村
と

連
携
し
、
経
済
成
長
の
け
ん

引
及
び
生
活
関
連
機
能
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

①
本
村
の
連
携
事
業
の
取
り

組
み
は
。

②
長
野
市
に
施
設
が
集
中
し
、

滝ノ入堰堤に植栽した樹木が枯れている。

連携中枢都市構想として想定されるのは、長野広域連合を
構成する９市町村。

長
野
連
携
中
枢
都
市
構
想
のメリ

ッ
ト
は

答   

１
つ
の
自
治
体
の
み
で
は
で
き
な
い
事
業
が

広
域
に
よ
り
効
果
を
期
待
で
き
る

長
野
市
だ
け
が
利
す
る
よ
う

な
一
極
集
中
に
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
事
業
効

果
が
最
大
限
活
か
さ
れ
る
よ

う
に
連
携
協
約
の
協
議
を
重

ね
て
い
き
ま
す
。

質
問　

本
堰
堤
は
駒
場
集
落

の
入
口
か
ら
見
る
と
山
の
間

に
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

建
造
物
が
映
り
違
和
感
を
お

ぼ
え
ま
す
。「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
や
「
景
観
条
例
」

を
制
定
し
て
い
る
本
村
で
は

美
し
い
景
観
と
は
感
じ
ら
れ

な
い
。 駒場滝ノ入地籍の砂防堰堤の

監視や管理は

答   須坂建設事務所は年１回の定期点検、
出水時には堤防施設の点検・監視を行う

①
大
き
な
常
緑
樹
等
を
多
く

植
栽
し
て
堰
堤
が
緑
化
に
よ

り
隠
れ
、
景
観
と
調
和
が
で

き
る
よ
う
に
。

②
集
落
を
守
る
恒
久
的
な
堰

堤
と
し
て
、
将
来
に
わ
た
り

監
視
や
管
理
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
小
林
建
設
課
長
）　

①
花
街
道
整
備
事
業
に
よ
っ

て
、
必
要
な
苗
木
を
提
供
し

ま
す
。
地
元
の
皆
さ
ん
で
植

栽
し
、
維
持
管
理
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

②
須
坂
建
設
事
務
所
は
年
１

回
の
定
期
点
検
の
ほ
か
出
水

時
に
は
、
堤
防
施
設
の
点
検

業
務
を
行
う
な
ど
、
定
期
的

な
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
機
能
維
持
が
保
た

れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

対
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

涌 井  仙 一 郎  議 員

一 般 質 問
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TPP「大筋合意」で関税を撤廃す
る品目数は全品目で 95％、農林
水産物で 81％、重要５品目でも
30％に及び国会決議が守られて
いるとはとても言えない。

（JA 長野県のパンフより）

国保財政は医療費に大きく左右されます。「健診」を受
けている人と受けていない人では医療費に大きな差が
出ています。自らの健康のためにも「健診」を受ける
事が大切です。（村の国保パンフより）

質
問　

９
月
に
「
子
ど
も
を

性
被
害
か
ら
守
る
た
め
の
条

例
の
モ
デ
ル
」
が
示
さ
れ
、

論
議
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
。

特
に
青
少
年
と
の
性
行
為
を

処
罰
す
る
規
定
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
、
意
見
が
分
か
れ
て

い
る
。

　

条
例
制
定
は
拙
速
に
進
め

る
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
が
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

　

幼
い
こ
ろ
受
け
た
性
被
害

は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

苦
悩
を
与
え
、
そ
の
後
の
人

生
を
左
右
し
か
ね
な
い
重
大

性
を
考
え
れ
ば
、
様
々
な
手

段
を
講
じ
て
、
子
供
た
ち
を

性
被
害
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

条
例
の
制
定
に
あ
た
っ
て

は
、
県
議
会
や
県
民
の
意
見

等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
検
討

し
て
ほ
し
い
。

質
問　

国
保
に
お
け
る
27
年

度
の
医
療
給
付
の
状
況
は
ど

の
よ
う
に
推
移
し
て
い
る
か
。

　

国
保
の
法
定
外
繰
り
入
れ

の
２
０
１
２
年
度
全
国
平
均

は
、１
人
１
万
円
ほ
ど
と
な
っ

て
い
る
。
村
で
も
全
国
平
均

並
み
の
一
般
会
計
か
ら
の
法

定
外
繰
り
入
れ
で
、
加
入
者

の
負
担
軽
減
を
進
め
る
べ
き

で
な
い
か
。

さ
れ
ず
、
国
民
に
理
解
さ
れ

て
い
な
い
。

　

農
業
へ
の
影
響
が
非
常
に

大
き
く
、
農
業
へ
の
意
欲
が

失
わ
れ
る
の
で
は
と
懸
念
す

る
。

　

本
村
農
業
へ
の
影
響
は
、

Ｊ
Ａ
須
高
の
試
算
で
、
り
ん

ご
は
42
・
５
％
減
の
２
億
１

７
１
２
万
円
、
ぶ
ど
う
は

32
・
４
％
減
の
１
億
２
７
５

７
万
円
と
、
主
力
の
り
ん
ご
・

ぶ
ど
う
は
相
当
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
と
な
る
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
国
民
の

不
安
を
払
拭
し
、
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
説
明
し
、
万
全

な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。

質
問　

安
倍
政
権
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
で
「
大
筋
合
意
」
し

た
が
、
こ
れ
は
国
会
決
議
を

踏
み
に
じ
る
譲
歩
を
重
ね
た

も
の
で
あ
る
。

　
「
大
筋
合
意
」
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

　

本
村
農
業
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
る
と
予
想
さ
れ

る
か
。

　

政
府
に
協
定
書
作
成
作
業

か
ら
撤
退
し
、
調

印
を
中
止
す
る
こ

と
を
求
め
る
べ
き

で
な
い
か
。

答
弁
（
久
保
田
村

長
）　
「
大
筋
合

意
」
は
内
容
が
直

前
ま
で
明
ら
か
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
大
筋
合
意
」
の
影
響
は

条例制定は拙速に
進めるべきでない

答   

り
ん
ご 

２
億
円
余
、　

ぶ
ど
う 

１
億
円
余

答   

引
き
下
げ
は
困
難

国
保
税
の引

き
下
げ
を

答   慎重に検討してほしい

山 嵜  秀 治  議 員

答
弁
（
善
哉
村
民
生
活
課
長
）

　

医
療
給
付
費
合
計
は
３
億

３
３
４
７
万
円
で
、
前
年
同

期
比
０
・
６
％
の
減
と
ほ
ぼ

前
年
並
み
に
推
移
し
て
い
る
。

　

国
保
は
独
立
し
た
会
計
と

し
て
独
自
財
源
で
の
運
営
が

原
則
で
、
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
外
繰
り
入
れ
は
、
特
殊

事
情
等
そ
の
必
要
性
に
応
じ

て
、
国
保
の
基
金
と
の
調
整

を
図
り
な
が
ら
判
断
し
、
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
恒
常
的

な
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外

繰
り
入
れ
で
、
保
険
税
を
引

き
下
げ
る
こ
と
は
困
難
と
考

え
て
い
る
。

一 般 質 問
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い
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
は
開
発
段

階
か
ら
相
次
い
で
事
故
を
起

こ
し
て
お
り
、
５
年
間
に
58

件
も
の
事
故
を
起
こ
す
な
ど

安
全
性
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

①
北
関
東
防
衛
局
の
説
明
で

は
エ
リ
ア
Ｈ
空
域
に
含
ま
れ

る
県
下
17
市
町
村
の
中
に
本

村
も
含
ま
れ
て
い
る
。
国
か

ら
直
接
説
明
は
何
も
い
た
だ

い
て
い
ま
せ
ん
。

②
平
成
24
年
７
月
の
全
国
知

事
会
議
の
決
議
や
阿
部
県
知

人
口
の
将
来
展
望
な
ど
を
示

し
た
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
、

そ
の
為
の
基
本
目
標
と
施
策

を
定
め
た
も
の
で
す
。

①
結
婚
相
談
事
業
、
②
子
育

て
し
や
す
い
環
境
、
③
子
育

て
家
庭
の
経
済
的
支
援
な
ど

多
面
に
わ
た
り
支
援
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

本
総
合
戦
略
で
は
、
出
産

祝
金
の
拡
大
、
保
育
料
等
の

利
用
料
軽
減
、
小
・
中
学
校

の
教
材
費
の
負
担
軽
減
な
ど

幅
広
く
更
な
る
軽
減
を
総
合

的
に
検
討
し
ま
す
。
総
合
戦

略
を
実
行
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

質
問　

米
軍
輸
送

機
オ
ス
プ
レ
イ
の

訓
練
飛
行
空
域
に

本
村
も
含
ま
れ
る
が
、
①
国

か
ら
の
説
明
は
。
②
訓
練
飛

行
に
反
対
だ
が
村
長
の
所
見

は
。
③
空
域
に
含
ま
れ
る
17

市
町
村
と
協
議
の
予
定
は
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

　

米
軍
横
田
基
地
に
配
備
さ

れ
る
Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
の

訓
練
飛
行
空
域
の
一
つ
に
県

内
を
通
過
す
る
「
通
称
エ
リ

ア
Ｈ
」
に
本
村
も
含
ま
れ
て

質
問　

高
山
村
総
合
戦
略
に

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
希
望
す

る
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の

実
現
を
支
援
す
る
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
今
後
の
具
体
的

な
対
策
は
。

答
弁
（
久
保
田
村
長
）

　

高
山
村
総
合
戦
略
は
村
の

オ
ス
プ
レ
イ
飛
行
訓
練
に

村
長
の
所
見
は

子育て世代への
更なる支援を

答   

ご
う
音
や
事
故
な
ど
様
々
な
指
摘
が
あ
る

答   何が一番効果的か
検討してすすめる

事
の
意
見
と
同
様
に
「
関
係

自
治
体
や
住
民
の
安
全
性
に

つ
い
て
、
国
は
説
明
責
任
を

果
た
し
、
し
っ
か
り
と
責
任

を
持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
」

と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
現
段
階
で
は
17
市
町
村
と

具
体
的
な
協
議
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
今
後
の
国
の
動

向
等
に
注
視
し
、
村
民
の
生

命
・
財
産
の
安
全
性
を
確
保

で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に
つ

と
め
ま
す
。

アミカケ部分が民間機の飛べない横田空域。

高山村の将来をになう子どもたちの発表会。

畔 上  孝 一  議 員

に
す
る
た
め
に
も
結
婚
か
ら

出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目

の
な
い
一
体
的
な
支
援
を

庁
内
横
断
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

再
質
問　

◦
結
婚
相
談
・
婚

活
事
業
、
◦
保
育
料
の
減
免
、

◦
給
食
費
の
無
料
化
、
ま
た

◦
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を

求
め
る
。

答
弁　

個
々
の
事
案
に
つ
い

て
は
何
が
一
番
重
要
か
、
何

を
す
れ
ば
一
番
効
果
的
か
な

ど
を
検
討
し
た
上
で
順
次
事

業
を
す
す
め
ま
す
。

一 般 質 問
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答   魅力的なコースにするため、
　　　樹木名板の設置と山野草等の

名前の表示を行いたい

ポ
ッ
ト
で
す
。
雷
滝
や
八
滝

周
辺
は
大
変
多
く
の
観
光
客

で
に
ぎ
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

訪
れ
た
観
光
バ
ス
の
台
数
は
、

前
年
度
対
比
１
０
３
％
、
最

高
台
数
は
56
台
（
１
日
）
で

し
た
。

　

本
年
度
は
高
井
橋
の
東
に

地
籍
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ

き
大
型
バ
ス
駐
車
場
を
確
保

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問　

今
年
は
例
年
に
な
く

赤
紅
色
が
見
事
で
、
大
勢
の

観
光
客
が
村
内
を
訪
れ
た
。

し
か
し
、
大
型
バ
ス
等
で
通

過
す
る
だ
け
で
収
入
に
結
び

つ
か
な
い
。
御
検
討
を
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

秋
の
松
川
渓
谷
の
紅
葉
は

渓
谷
上
流
か
ら
下
流
ま
で
時

間
と
と
も
に
移
り
変
わ
り
、

長
い
間
楽
し
め
る
人
気
の
ス

松
川
渓
谷
の
紅
葉

舞の道遊歩道樹木に
名札表示を

答   

宿
泊
プ
ラ
ン
の
企
画
を
旅
行
業
者
に
要
望

質
問　

舞
の
道
遊
歩
道
に
生

育
し
て
い
る
樹
木
は
、
多
種

に
わ
た
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

樹
木
に
照
会
名
札
の
設
置
を
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

舞
の
道
遊
歩
道
の
樹
木
に

この木何の木？
　　　樹木に名板を。

舞の道遊歩道の東屋「松楓庵」。

名
札
の
表
示
を
し
た
ら
ど
う

か
と
の
お
尋
ね
で
す
が
、
舞
の

道
遊
歩
道
で
は
、
平
成
21
年
に

発
生
し
た
崩
落
に
よ
る
安
全

対
策
工
事
の
施
工
過
程
で
、
樹

木
名
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た

樹
木
を
や
む
を
得
ず
伐
採
し

た
と
こ
ろ
も
多
く
、
そ
の
後
、

樹
木
名
板
の
設
置
が
な
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

舞
の
道
遊
歩
道
の
沿
道
に

は
、
水み
ず
な
ら楢
、
楡に
れ

な
ど
を
は
じ

め
多
種
多
様
な
樹
木
が
自
生

し
て
い
る
ほ
か
多
種
多
様
な

山
野
草
も
自
生
し
て
お
り
ま

す
。

　

村
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

更
に
こ
の
コ
ー
ス
が
自
然
と

触
れ
合
え
る
魅
力
的
な
コ
ー

ス
と
な
り
ま
す
よ
う
、
地
元

の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
、
山
野
草
の
株
分
け

や
種
子
を
蒔
く
こ
と
な
ど
に

よ
り
豊
富
な
生
態
系
の
保
全

を
お
こ
な
っ
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
あ
わ
せ
て
樹
木
名

板
の
設
置
や
山
野
草
等
の
名

前
の
表
示
を
行
い
、
よ
り
多

く
の
皆
様
に
、
大
自
然
の
豊

か
な
景
観
を
楽
し
み
豊
富
な

生
態
系
に
ふ
れ
あ
い
、
ま
た

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
健
康

づ
く
り
の
コ
ー
ス
と
し
て
ご

利
用
い
た
だ
く
な
ど
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
遊
歩
道
と
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

宮 川  登 志 一  議 員

観
光
客
が
増
え
ま
し
た
が
、

旅
行
業
者
の
運
行
ル
ー
ト
や

滞
在
時
間
に
制
約
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
部
の
散
策
で
帰

ら
れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
来
年
度
の
秋
の
観
光

に
向
け
て
は
、
十
分
な
時
間

配
分
を
取
っ
た
観
光
ル
ー
ト

に
し
て
、
何
よ
り
村
内
を
宿

泊
す
る
プ
ラ
ン
を
企
画
設
定

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
旅
行

業
者
に
対
し
て
、
重
ね
て
要

望
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

一 般 質 問
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ラ
ス
の
地
震
が
あ
る
と
い
う

学
者
も
い
ま
す
。
巨
大
地
震

が
東
京
を
襲
っ
た
場
合
に
多

数
の
羅
災
者
が
避
難
し
て
く

質
問　

最
近
、
大

地
震
は
プ
レ
ー
ト

学
説
で
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

30
年
以
内
に
関
東
大
地
震
ク

関
東
に
大
災
害
が
あ
っ
た
場
合
の

対
応
は

農
家
の
後
継
者
の
実
態
調
査
は

答   

村
内
の
公
共
施
設
に

６
０
０
人
の
収
容
力
が
あ
る

答   

村
独
自
の
調
査
は
し
て
い
な
い

質
問　

平
成
25
年
の
決
算

カ
ー
ド
に
よ
る
と
第
一
次
産

業
従
事
者
が
毎
年
30
人
ず
つ

減
少
し
て
い
る
。
申
告
所
得

も
１
人
当
た
り
25
万
円
と
少

な
い
。
農
家
の
後
継
者
は
ど

う
い
う
状
況
か
。

答
弁
（
藤
沢
産
業
振
興
課
長
）

　

農
水
省
の
２
０
１
５
年
農

林
業
セ
ン
サ
ス
の
速
報
値
で

は
、
農
林
業
の
就
業
人
口
は

２
０
６
万
人
で
高
齢
化
が
目

立
ち
39
歳
以
下
の
就
業
が
延

び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

高
山
村
の
場
合
、
２
０
１

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の

際
の
対
応
は
で
き
て
い
る
か
。

答
弁
（
黒
岩
副
村
長
）

　

国
が
想
定
し
て
い
る
首
都

直
下
地
震
の
被
害
想
定
と
対

策
で
は
、
木
造
家
屋
の
密
集

す
る
市
街
地
を
中
心
と
し
て

火
災
の
延
焼
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
停
電
や
断
水
、

鉄
道
、
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ

が
利
用
不
能
に
な
り
ま
す
。

や
が
て
都
市
機
能
が
復
活
す

る
ま
で
遠
隔
地
の
身
寄
り
や

公
営
住
宅
等
に
避
難
が
始
ま

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
平
成

23
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災

を
受
け
、
平
成
24
年
６
月
に

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改

正
が
あ
り
、
被
災
住
民
の
受

け
入
れ
手
続
き
な
ど
が
新
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

村
が
備
蓄
し
て
お
り
ま
す

物
資
の
関
係
で
当
面
２
０
０

人
、
長
期
に
わ
た
る
場
合
は

村
有
施
設
７
か
所
で
、
水
、

し
尿
処
理
な
ど
か
ら
６
０
０

人
程
度
は
可
能
で
す
。
プ
レ

ハ
ブ
宿
舎
は
２
～
３
人
用
、

２
Ｄ
Ｋ
で
30
平
方
メ
ー
ト
ル

と
す
る
と
高
井
運
動
広
場
な

ど
４
か
所
で
合
計
２
８
０
戸

が
建
設
可
能
で
す
。

一 般 質 問

０
年
の
セ
ン
サ
ス
で
見
る
と

就
業
人
口
は
９
０
６
人
で
平

均
年
齢
は
68
・
２
才
で
し
た
。

後
継
者
は
農
林
業
セ
ン
サ
ス

に
そ
の
項
目
は
な
く
村
独
自

の
調
査
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

別
の
調
査
に
よ
る
と
販
売

農
家
の
う
ち
、
同
居
後
継
者

が
い
る
農
家
数
は
５
４
２
戸

の
う
ち
、
２
１
９
戸
で
自
営

農
業
従
事
日
数
１
５
０
日
以

上
の
者
は
17
名
で
す
。
後
継

者
の
確
保
の
た
め
に
国
、
県
、

村
独
自
の
施
策
に
よ
り
後
継

者
確
保
を
目
指
し
た
い
。

50 戸の応急住宅が建てることが出来る高井運動場。

農作業にはげむ後継者。

梨 本  修 造  議 員
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中学校体育館の天井工事の視察。

善光寺平を眼下にするワインぶどう畑。

総務文教・民生産建常任委員会は、11月19日に

所管事務調査を行いました

◇
高
井
発
電
所

　

｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消｣

　

地
球
環
境
に
や
さ
し
い
村
づ
く
り
に
向

け
て
の
取
り
組
み
の
中
、
既
設
の
大
型
高

井
砂
防
ダ
ム
か
ら
取
水
し
、
ダ
ム
の
未
利

用
落
差
を
最
大
利
用
し
た
発
電
所
で
す
。

　

取
水
す
る
松
川
は
、
自
然
由
来
及
び
廃

止
鉱
山
に
起
因
す
る
酸
性
河
川
で
あ
り
、

漁
業
や
農
業
な
ど
の
利
用
が
困
難
で
し
た

が
、
発
電
所
建
設
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
利

用
さ
れ
な
か
っ
た
酸
性
水
が
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
貢
献
し
ま
す
。

　

最
大
出
力
、
４
２
０
kw
、
本
村
全
世
の

３
分
の
１
相
当
の
電
力
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

◇
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

既
存
の
中
学
校
舎
と
連
結
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
配
食
、配
送
と
な
り
ま
す
。

野
菜
、下
処
理
等
の
専
用
エ
リ
ア
を
設
置
し
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
生
徒
に
対
応
し
た

調
理
室
を
設
け
、
米
飯
は
新
た
な
施
設
で
炊

き
上
げ
、
お
い
し
い
ご
飯
の
提
供
、
地
産
地

消
や
食
育
の
推
進
を
図
る
た
め
、
食
育
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

◇
中
学
校
体
育
館
天
井
等
落
下
防
止

　

対
策
工
事

◇
役
場
庁
舎
前
整
備
事
業

◇
湯
本
康
之
氏
ワ
イ
ナ
リ
ー

　

湯
本
さ
ん
は
長
年
の
目
標
で
あ
っ
た
ぶ

ど
う
作
り
か
ら
ワ
イ
ン
醸
造
ま
で
を
自
分

自
身
の
手
で
行
う
「
ワ
イ
ン
農
家
」
を
目

指
し
、
村
初
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
10
月
30
日

に
オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
眼
下
に
善
光

寺
平
が
広
が
る
高
井
野
の
黒
部
地
区
に
メ

ル
ロ
ー
や
シ
ャ
ル
ド
ネ
を
主
体
に
栽
培
し

て
、
年
々
ぶ
ど
う
生
産
量
を
増
産
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。

◇
舞
の
道
遊
歩
道
整
備
事
業

　

山
田
温
泉
の
舞
の
道
遊
歩
道
は
こ
れ
ま

で
に
度
々
法
面
の
崩
落
で
通
行
不
能
で

あ
っ
た
急
崖
地
に
き
め
細
か
な
工
法
を
取

り
入
れ
自
然
に
調
和
し
た
遊
歩
道
の
安
全

対
策
工
事
に
よ
り
６
年
ぶ
り
に
全
面
開
通

し
ま
し
た
。
こ
の
全
線
開
通
を
契
機
に
舞

の
道
遊
歩
道
を
村
の
景
観
の
核
と
し
て
、

信
州
高
山
温
泉
郷
や
地
域
経
済
の
発
展
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
期
待
し
な

が
ら
全
コ
ー
ス
を
散
策
し
ま
し
た
。

◇
Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
施
設
等
改
修
事
業

　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
游
ラ
ン
ド
は
開
園
か
ら
20
年
が

経
過
し
老
朽
化
等
に
よ
り
修
繕
が
必
要
と

な
っ
て
お
り
、
建
築
基
準
法
に
よ
る
定
期

調
査
結
果
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
施
設
の

修
繕
を
進
め
、
健
全
な
施
設
運
営
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
外
の
現
状
と
今
後
の
改
修
事
業

お
よ
び
改
修
計
画
の
説
明
を
受
け
、
施
設

の
老
朽
化
や
痛
み
が
激
し
く
修
繕
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
多
く
あ
る
こ
と
を

痛
感
し
て
き
ま
し
た
。
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発
行
責
任
者

　

議　

長　

酒
井　

康
臣

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

　

委
員
長　

畔
上　

孝
一

　

副
委
員
長　

水
谷　
　

清

　

委　

員　

宮
川
登
志
一

　

委　

員　

篠
原　

尚
元

　

委　

員　

内
山　

信
行

　

委　

員　

涌
井
仙
一
郎

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
現
象
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
の
変
化
は
、

ノ
ー
ベ
ル
医
学
賞
を
受
賞
し
た

北
里
大
学
の
大
村
智
特
別
栄
誉

教
授
の
研
究
対
象
と
し
て
注
目

さ
れ
る
肉
眼
で
は
観
察
で
き
な

い
微
小
な
生
物
へ
も
影
響
し
、

生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
も
憂

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
と

し
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
は
参
加
国
、
特

に
中
国
を
含
む
途
上
国
が
エ
ゴ

を
剥
き
出
し
に
し
て
混
乱
し
ま

し
た
が
、
海
面
の
上
昇
で
国
土

が
水
没
す
る
危
機
に
あ
る
島
嶼

国
ツ
バ
ル
の
首
相
の
訴
え
が
奏

功
し
、
新
枠
組
「
パ
リ
協
定
」

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
一
先
ず

安
堵
し
ま
し
た
。

　

我
が
国
も
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
15
年
後
ま
で
に
26
％
減

の
目
標
を
提
示
し
ま
し
た
。
私

た
ち
も
国
の
施
策
に
よ
っ
て
、

日
々
の
生
活
の
中
で
照
明
器
具

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
や
エ
ア
コ
ン
の
適

切
な
温
度
設
定
な
ど
の
省
エ
ネ

対
策
や
低
排
気
車
種
へ
の
移
行

な
ど
、
出
来
る
こ
と
か
ら
着
実

に
す
す
め
て
い
き
た
い
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

猛
暑
、
豪
雨
、
竜
巻
、
豪
雪

な
ど
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異
常

気
象
が
頻
繁
に
報
道
さ
れ
ま
す
。

此
の
頃
、「
陽
気
が
何
か
お
か
し

い
ね
」
こ
ん
な
言
葉
も
、
あ
い

さ
つ
代
わ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
根
や
野
沢
菜
は
育
ち
過
ぎ
、

り
ん
ご
は
色
付
き
が
い
ま
い
ち
、

ア
カ
ト
ン
ボ
や
セ
ミ
が
少
な
く
、

渡
り
鳥
も
少
な
い
と
感
じ
て
い

る
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

ス
キ
ー
場
は
雪
不
足
、
北
海

道
で
は
ダ
ケ
カ
ン
バ
の
立
ち
枯

れ
が
目
立
ち
、
都
内
で
は
熱
帯

感
染
症
の
デ
ン
グ
熱
が
流
行
す

　

昨
年
10
月
か
ら
議
会
の
構
成
替

え
に
よ
り
議
長
・
副
議
長
を
は
じ

め
、
委
員
会
等
の
構
成
も
変
わ
り

議
会
報
編
集
委
員
会
も
新
し
い
メ

ン
バ
ー
で
発
行
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り

添
い
、
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
読
ん
で

い
た
だ
け
る
議
会
報
に
と
、
委
員

一
同
全
力
で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

須
高
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
本
会

議
の
中
継
以
外
は
議
会
、
議
員
の

活
動
は
な
か
な
か
村
民
の
皆
さ
ま

に
は
見
え
な
い
部
分
が
多
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
部
分
を

出
来
る
だ
け
分
か
り
易
く
、
皆
さ

ま
に
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
編

集
委
員
会
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
畔
上
孝
一
）

★★

わ
た
し
の

声

☆ 
温
暖
化
防
止
の
思
い 

☆

ヒメギフチョウ（撮影地  山田牧場）

マユタテアカネ（撮影地  千石地籍）

115号


